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新聞などの報道に見る被災地の復興と野球の関連

　尾 　堅 　司��

要 　　　約

本稿は，新聞等報道で示された野球が被災地において果たす役割について報告する．����年に伊勢
湾台風雨に見舞われた名古屋市を本拠地とするプロ野球チーム（中日ドラゴンズ）は，主催ゲームの
利益の一部を義援金として寄附した．����年に阪神・淡路大震災に見舞われた神戸市を本拠地として
いたオリックス・ブルーウェーブは，イベント等で被災者と触れ合うとともに，リーグ制覇という形

で市民を励ました．同球団の優勝は，新聞等の報道で神戸市の復興と関連づけて報じられた．また，
同年に高校野球が実施されたことに対しても，被災地の復興を象徴するものとして新聞に取り上げら
れた．�		
年，福井豪雨に見舞われた福井市においては，被災地の高校野球部の全国大会出場と，甚
大な被害を受けた地区のリトルリーグの活躍が，被災地を勇気づけるものとして新聞にとりあげられ
た．以上の事例は，被災地における野球チームの活躍は被災地の復興の象徴であり，被災者を勇気付
けるものとして取り上げられることを示している．

緒 言

日本は，古くから自然災害による被害が多く，近年
になってもそれはとどまるところを知らない。����

年の伊勢湾台風，����年の阪神・淡路大震災をはじ
め，記憶の新しいところでは�		
年 �月の新潟・福
島豪雨，その数ヵ月後に発生した中越地震など，甚
大な被害がもたらされてきた．そして，大規模な被
害に見舞われた被災地においては，被災者の心的外
傷後ストレス障害が問題視されることが少なくな

い����．また，心的外傷後ストレス障害に至らない
人々の中にも，何となく憂鬱で何もやる気がしない
という被災者も少なくない．自然災害による心身症
状の程度に差はあれ，被災者を励ますような対象が
あれば，たとえ一時的であれ被災者の気分を高揚さ
せることができるだろう．
被災者を励ます対象のひとつに，被災者が身近で

共有しやすいものが挙げられる．被災者にとって身
近で共有しやすいものは，被災者との物理的距離が

近く，被災者にとって馴染み深いという条件を満た
していることが多い．この条件を満たすもののひと
つに，被災者に似た境遇におかれていて，被災前か
ら被災地内で活動している組織等が挙げられる．当
該組織は，もともと地域とのつながりが深い組織に

限られる．被災地とのつながりが深い組織が社会的
に望ましい活動をみせれば，新聞もしくは雑誌等の
媒体において，「災害に負けず」もしくは「復興に向
けて」という見出しとともに表現されることがある．
時には，当該組織の活動が被災地復興と直接的に

は無関係である場合でさえ，復興の象徴として表現
されることすらある．被災地の野球チームの活躍は，
そのひとつである．本稿は，新聞等報道にみられる
被災地の復興と野球との関連づけについて報告する

ことを目的とする．野球が復興と関連付けられて報
じられることは，野球が復興を促すものとして意味
づけられていることを示唆する。本来は，スポーツ
のひとつに過ぎない野球であるが，社会情勢の変動
に伴ってスポーツとは別の意味づけがなされている．
そこで，まずは社会情勢の変動との関連性をまず確
認したうえで，被災地における野球チームの活躍が
どのように報じられてきたかという点について資料
を紹介しながら例証する．

社会情勢の変遷と野球に対する意味づけの変遷

�．社会情勢の変遷と野球に対する意味づけの変遷

日本における野球の歴史は，明治 
年に現在の東
京大学の教師だったアメリカ人が学生に伝えたこと
に端を発する��．それ以降，明治��年に新橋アスレ
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チックス倶楽部が編成されるなど，日本各地に野球
が急速に広まった ��．野球は，明治期から日本に根
付いているだけに，社会情勢と密接に関連し，時に
スポーツ以外の意味づけがなされたことがあった．

第二次世界大戦中は，プロ野球（当時は職業野球
と呼ばれた）の試合前に，選手による手榴弾投げが
実施され，野球は国民の戦意昂揚に寄与する競技と
しての意味づけがなされた����．ところが，戦後に
おいては全国高校野球選手権大会（夏の甲子園）の
会期中に迎える終戦記念日（ �月��日）には黙祷が
行われるなど，野球が平和の象徴としてみなされてい
る��．スポーツ活動は，社会に対して正当化された文
化的なものであるならば ��，野球に対する意味づけが

社会情勢に左右されることは不思議ではなかろう．
ただし，戦前のプロ野球で実施された手榴弾投げ

あるいは高校野球の黙祷にせよ，野球場で実施され
る特定の行為そのものが，人々の野球に対する意味
づけを構成するだけではない．むしろ，野球と社会
情勢とを関連づけて記された新聞等の報道に人々が
触れることで，野球は戦意昂揚に寄与するもの，も
しくは平和の象徴であるいう意味づけを構成する側
面がある．新聞等の報道は，事件を広く社会に知ら

しめる機能だけではなく，人々が社会情勢と物事を
関連づけて想起させやすくする機能も担っているた
めである．たとえば，被災地の復興と被災地内の野
球チームの活躍が紙面に並べられると，読者は野球
チームの活躍が復興を意味するものとして想起しや
すくなる．以下，被災地に本社もしくは支部をおく
新聞社および出版社が「復興と野球」について報じ
た例を紹介する．
�．自然災害と野球

　�．�．伊勢湾台風の事例

����（昭和�
）年の伊勢湾台風は，死者
�
��人，
行方不明者
	�人，負傷者������人，家屋の全壊が

	����棟など，中日ドラゴンズが本拠地とする名古
屋周辺の東海地方に大規模な被害をもたらした．中
日ドラゴンズの本拠地だった中日球場は，スコア
ボードが鉄骨のみを残して全壊したほか，看板の一
部が吹き飛ばされ，球場前の警備員の詰め所が倒壊
するなど，被害総額は約�		万円にのぼった 	�．�

月��日に中日ドラゴンズ対読売ジャイアンツ戦が組
まれていたが，グランドの復旧作業のため試合が順
延となった �
�．中日ドラゴンズは，順延試合で得た
利益の一部について，中部日本新聞社を通じて被災
者の見舞金として贈呈した�
����．また，広島カー
プは同年�	月�	日から��日の広島カープ対中日ドラ
ゴンズ戦を「被災者救援シリーズ」と銘打って，利
益の一部を被災者に送ることを決定した���．�	月

��日に実施された中日ドラゴンズの主催試合である
中日ドラゴンズ対広島カープ戦の利益の一部につい
ては，中日ドラゴンズが愛知県に贈呈した ���．この
当時の記事の多くは，被災地を本拠地とするプロ野

球チームが被災者に対する支援を行った事実関係で
占められていた．

資料 � 伊勢湾台風の影響による試合変更および見舞金拠
出に関する記事

　�．�．阪神・淡路大震災の場合

（�）高校野球の実施 　伊勢湾台風による死者を
上回る大惨事は，����（平成�）年 �月��日に発生
した．淡路島を震源とするマグニチュード���の地
震が，死者
�
�
人，負傷者
�����人，全壊及び半壊
棟数は�
����	棟にも及ぶ未曾有の被害をもたらし
た．被害の大きかった神戸市，明石市，西宮市では
都市機能が麻痺した．野球関連施設も大きな被害を
受け，西宮市に立地する甲子園球場とその周辺も被

害を受けた．これに伴い，同年 �月に実施予定だっ
た「春のセンバツ」と呼ばれる選抜高校野球大会の
開催が危ぶまれた．主要野球雑誌の誌上には，野球
よりも復興に全力を尽くすべきだという意見が掲載
され，被災地における野球の実施に否定的な意見が
記されていた���．各界で高校野球の実施に対する
賛否が飛び交う中，日本高等学校野球連盟と毎日新
聞社は情報を収集し，実施すべきかを協議した．国
会でも選抜高校野球大会の開始に関する首相答弁が

あり，被災地での開催に前向きなやりとりがなされ
た ���．その結果，試合数等に若干変更を加えて開催
されることになった．
選抜高校野球が実施された後，新聞紙上ではいか

に表現されたのだろうか．被災者のひとりである一
人の新聞記者は，「開催に疑問抱いたが球児に慰め



被災地復興と野球 
��

られた」という見出しで，選抜高校野球大会の実施
で被災者は勇気付けられたと記している���．また，
「夏の甲子園」と呼ばれる全国高校野球選手権大会
においても，野球が復興の象徴として位置づけられ

るようになった．阪神淡路大震災で校舎が壊れた神
戸市内の野球部員全員が，「がんばろや神戸」という
�シャツを着て練習に励んだ．その高校は，全国高
校野球選手権大会の兵庫県予選で敗退したものの，
同校の野球部員の写真は大きく掲載された ���．本記
事に示されるように，被災地の復興と野球が結び付
けられて記述されており，伊勢湾台風時よりも野球
が復興の象徴として取り上げられるようになった．

資料 � 選抜高校野球大会に対する被災記者のコメント

資料 � 「がんばろや神戸」と記された練習着を身につけ
た高校野球部員

（�）オリックス・ブルーウェーブの対応 　神戸
市内の高校に限らず，神戸市を本拠地としていたオ
リックス・ブルーウェーブも同様に大きな被害を受
けた．球団職員��人の自宅が全壊および半壊したほ

か，主力選手のなかには自宅が半壊する大きな被害
を受けた者もいた���．この事態を受けて，オリッ
クス球団は宮古島キャンプの自主参加を許可したほ
か，選手たちの繁華街への出入りを自粛するように
求めた ���．公式戦を前にして，オリックス球団内部
ではフランチャイズ（本拠地）を一年間のみ移転す
るべき」という意見が出された �	�．同様の意見は，
野球解説者の間でも噴出しており，西鉄ライオンズ
（現在の西武ライオンズ）で活躍した豊田泰光氏は，

紙面を通じて被災地で野球をやることについて否定
的な見解を示した���．被災地での野球の実施に対す
る各界の反応は賛否両論だったが，結果的にオリッ
クス・ブルーウェーブのオーナーが，「こういう状
況だからこそ，被災地に勇気を」と主張したことで，
通常通り本拠地（グリーンスタジアム神戸）でシー
ズンを迎えることになった �	�．
シーズン開始とともに快進撃を続けたオリック
ス・ブルーウェーブは，見事リーグ優勝を飾った．

同球団の優勝はマスコミに大きく取り上げられ，復
興の象徴としてみなされた．多くの新聞記事は，オ
リックス・ブルーウェーブの優勝を神戸復興の象徴
的なものとして位置づけていた．地元紙のオリック
ス・ブルーウェーブに関する記事は，阪神・淡路大
震災という試練を乗り越えて復興への希望をもたら
したという筋書きで構成されており，読者が優勝を
どのように意味づけるべきかを容易にしていた�
�．
翌年に，同球団が日本シリーズ制覇を果たした際も，

新聞記事の多くは，読者に被災地復興をイメージさ
せるような内容で構成されていた．

資料 � ����年のオリックス・ブルーウェーブの優勝を
報じる記事
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資料 � ����年のオリックス・ブルーウェーブの優勝に
湧く市民の様子を伝える記事

�．福井豪雨の場合

阪神淡路大震災以外にも，水害の被災地域におい
ても野球チームの活躍と被災地復興とを関連づけた
記事が認められている．�		
（平成�
）年に豪雨に

見舞われた福井県では，市内を流れる足羽川（あす
わがわ）の氾濫で市内が浸水し，さらに鯖江市にお
いても豪雨による大規模な被害を受けた．阪神・淡
路大震災の際に野球が復興の象徴として位置づけら
れたように，福井豪雨の事例においても地元新聞紙
上に野球と復興を関連づけるような記事が載せられ
た．紙上には，「豪雨被災者に勇気と感動を 　福井闘
志高ぶる」という見出しで，全国高校野球選手権大
会の開会式で行進する福井高校の様子が伝えられて

いる���．さらに，福井市内の夏季少年野球選手権の
記事では，「水害めげず木田 　頂点 　地区民と喜び
を」と記されている．福井豪雨で被災世帯が多かった
木田地区の少年野球チームが優勝したことは，地域住
民に喜びをもたらし得るものとして位置づけられた．

資料 � 福井高校の入場行進を伝える記事

資料 � 浸水世帯が多かった木田地区の少年野球チームの
優勝を伝える記事

結 論

以上の複数の事例から，阪神・淡路大震災以後の
記事において，読者が野球チームの活躍から被災地
復興もしくは被災者への激励を想起しやすいように
構成された新聞記事もしくは雑誌記事が少なくない
ことが分かる．新聞等の記事において，野球チーム
の活躍と被災地復興を関連づけられたとしても，実
際には被災地復興が急ピッチで進んだわけではない．
見方を変えれば，このような記事は，読者が「野球

チームは試練を乗り越えて被災地復興をもたらした」
と意味づけることを容易にしていたという解釈も可
能である�
�．当時のオリックス・ブルーウェーブの
私設応援団長は，「オリックス・ブルーウェーブの優
勝が被災者にもたらした部分は否定しないが，実際
に復興につながったかといえば話は別」と述べた事
実が報告されている�
�．野球場から離れると，被災
者の一人という現実に直面し，不安な状況におかれ
てしまう．たとえ，被災地の野球チームが優勝した

としても，被災者の厳しい現実は変わらないのは事
実であろう．
たとえこれが事実だとしても，被災地における野
球チームの活躍の価値が薄れるわけではない．ユニ
フォームの袖に「がんばろう神戸」という文字をつ
けたオリックス・ブルーウェーブの選手たちが大活
躍したことは，ただ単に「がんばろう神戸」と口先
だけで言われるよりも，はるかに説得力があったに
違いない．事実，オリックス・ブルーウェーブが優

勝したことで，被災者が勇気づけられたという実証
的データがある�
�．したがって，野球チームの優勝
が被災地復興に直接的に結びつかないにせよ，被災
地の人々の心的な支えとして機能した点は評価に値
すると言えよう．
また，オリックス・ブルーウェーブは，被災地の
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人々に対するファンサービスを精力的に実施したこ
とも無視できない．オリックス・ブルーウェーブは，
最も被害の大きかった神戸市長田区の小中学校 �校
���		人の児童をグリーンスタジアム神戸に招待し，

オリックス・ブルーウェーブの野球教室によるイベ
ントと，選手と子どもたちによるドッジボール大会
を実施した．ファンと選手のふれあい事業に加えて，
当時のオリックス・ブルーウェーブの監督（仰木彬）
が，内野指定席�	席を確保し被災者に提供した �	�．
被災地内に限らず、神戸を全国に知らしめようと，
開幕直前にも拘わらずユニフォームの袖に「がんば
ろう神戸」という文字を入れた．そして，選手たち
は「がんばろう神戸」という文字のステッカーを，

神戸市の中心街である三ノ宮の街頭に立ち市民に配
布した �	�．

以上の新聞等記事と事実を踏まえると，被災地に
おける野球チームの活躍は，必ずしも新聞および雑
誌等報道において構成された物語に過ぎないのでは
なく，実質的に被災地に貢献した点も忘れるべきで

はないと言える．先述のように，阪神・淡路大震災
直後には，被災地での野球に否定的意見が寄せられ
たが，結果的には「被災地だからこそ野球を実施す
べき」だったと考えられる．野球チームの被災地復
興への支援を考慮すると，社会情勢が悪化している
ときこそ，地域の野球は地域住民の求心力を強める
ことができると考えられる．近年において，スポー
ツの地域性が失われつつあるという指摘があるもの
の ���，地域の野球が地域に活力をもたらす余地は残

されていると考えられる．
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-）国民新聞社運動部編著：日本野球史．ミュージアム図書，東京，（復刊本）�"""．

.）池井優：白球太平洋を渡る．中央公論社，東京，�$ !．

+）ベースボール・マガジン社編：日本プロ野球!"年史．ベースボール・マガジン社，東京，�$$.．

!）日刊スポーツ出版社：さようなら後楽園球場．日刊スポーツ出版社，東京，�$, ．

 ）小椋博：甲子園と「日本人」の再生産．江刺正吾・小椋博編 　高校野球の社会学#甲子園を読む．世界思想社，東京，

�!�#�,�，�$$.．

,）佐伯聡夫：スポーツの文化．菅原禮編著 　スポーツ社会学講座 � 　スポーツ社会学の基礎理論．不昧堂出版，東京，

! #$,，�$,.．

$）中部日本新聞：中日球場のスコアボードが吹飛ぶ．$月� 日付夕刊，�$+$．

�"）中部日本新聞：中×巨戦は-"日から/利益の一部を被災見舞いに．$月�,日付夕刊，�$+$．

��）中部日本新聞：台風�+号災害義援試合．$月�$日付朝刊，�$+$．

��）中部日本新聞：広島球場で被災者支援シリーズ．�"月 .日付朝刊，�$+$．

�-）ベースボール・マガジン社：週刊ベースボール 　�月 !日号，+ ，�$$+．

�.）牧野直隆：ベースボールの力．毎日新聞社，東京，�""-．

�+）毎日新聞：開催に疑問を抱いたが球児に慰められた．.月�-日付朝刊，�$$+．

�!）朝日新聞：復興甲子園，胸に刻む 　被災地校「人の支え学ぶ」高校野球【大阪】．,月��日付朝刊，�$$+．

� ）日刊スポーツ出版社：プロ野球 
�，-月 .月号，日刊スポーツ出版社，�$$+
．

�,）日刊スポーツ新聞社：プロ野球 
�，��月��月号，日刊スポーツ出版社，�$$+�．

�$）デイリースポーツ：’$+ 　パ・リーグ優勝！オリックス・ブルーウェーブ． 　神戸新聞総合出版センター，神戸，�$$+．

�"） 橋豪仁：新聞における阪神淡路大震災に関連づけられたオリックス・ブルーウェーブ優勝の物語とあるオリックス・

ファンの個人的体験 スポーツ社会学研究，�，!"# �，�"""．

��）福井新聞：豪雨被災者に勇気と感動を 　福井闘志高ぶる．,月 ,日付朝刊，�"".．

��）杉本厚夫：スポーツ文化の変容 　/多様化と画一化の文化秩序/．世界思想社，東京，�$$+．

（平成� 年��月�"日受理）
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